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2024/12/8 

ルカの福音書 講解メッセージ㉞ 

『ルルカの福音書 14 章 1-14 節 狭い門から入れ』 

 

 

この世界では、自分に何ができるのか、どれだけ規定に従えるか、どれだけ成果を

出せるか……などによって、人から価値を認めてもらうことで人間関係を築こうとし

ます。そして、この考え方をそのまま神様との関係にも持ち込み、「神が言われたこ

とをどこまで守れるか」によって、神との関係を築こうとしてきました。 

このように、定められた規定に従って、それを達成できるかどうかで人間の価値を

はかるやり方を律法主義と言います。しかし、神との関係に律法主義を持ち込むと、

正しい関係を築くことができません。そのため、イエス様は、この律法主義の考え方

と徹底的に戦われました。 

 

■ 律法主義の矛盾 

 

「「ある安息日に、食事をしようとして、パリサイ派のある指導者の家に入られ

たとき、みんながじっとイエスを見つめていた。そこには、イエスの真っ正

面に、水腫をわずらっている人がいた。イエスは、律法の専門家、パリサイ

人たちに、「安息日に病気を直すことは正しいことですか、それともよくない

ことですか」と言われた。」（ルカ 14:1-3） 

 

イエス様は、安息日に関する律法をあえて持ち出し、病気を癒すという行為は良い

ことなのか、それとも良くないことなのかと、彼らに問われました。 

安息日は仕事をしてはならない日です。 

では、病気を癒すことは仕事なのか――彼らは答えられませんでした。 

なぜなら、以前イエス様が病人を癒された時、彼らが文句を言ったところ、こう言

い返されたからです。 

 

「「あなたがたは、安息日に、牛やろばを小屋からほどき、水を飲ませに連れて

行くではありませんか。」（ルカ 14:5） 

 

彼らの主張は、この言葉によって打ち砕かれたのです。ですから、今回の場面でも、
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もし「「病気を癒してはならない」と答えれば、以前と同じように突っ込まれてしまい

ます。しかし「癒すことは正しい」と言えば、自分たちの考えが間違っていることを

認めることになります。彼らはどちらに答えても不利になるため、返答に困ってしま

ったのです。 

 

「「しかし、彼らは黙っていた。それで、イエスはその人を抱いていやし、帰さ

れた。」（ルカ 14:4） 

 

この出来事が示しているのは、律法主義という考え方には矛盾があるということで

す。律法の行いによって人の価値を測り、行動を裁こうとする考え方そのものが、根

本的に間違っているのです。 

 

「「それから、彼らに言われた。「自分の息子や牛が井戸に落ちたのに、安息日

だからといって、すぐに引き上げてやらない者があなたがたのうちにいるで

しょうか。」彼らは答えることができなかった。」（ルカ 14:5-6） 

 

彼らは「安息日には仕事をしてはならない。病人を癒してはならない」と主張して

いました。しかし、苦しんでいる者を助けることと、家畜を助けることに何の違いが

あるのでしょうか。彼らは何も答えられませんでした。 

この問いかけは私たち自身にも向けられています。 

私たちもまた、知らず知らずのうちに律法的な基準で判断してしまうことがありま

す。「「何ができるか」「どれだけ成し遂げたか」で人の価値を測り、そこから関係を築

こうとするものです。すると、能力のある人は褒められ、賞賛され、関係が広がって

いきます。しかし、何もできない人には関わろうとしません。これが律法主義です。 

そして律法主義は、私たちの心にも怒りを生みます。 

「「こうあるききだ」「こうすききだ」という自分の中の律法に人が反すると腹が立ち、

同じ基準で自分自身を裁き、「なぜ自分はできないのか」と責めてしまいます。律法

が私たちの心に怒りを生み出しているのです。 

神様との関係を行いによって築こうとする――これが律法主義の根です。しかし、

神様との関係は行いではなく、信仰によって築かれるものです。 

神様は、私たちの行いではなく、弱さを認め、憐れみを求める心に応えてください

ます。 
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■ 律法の目的は「限界に気づかせる」こと 

 

「「信仰が現れる以前には、私たちは律法の監督の下に置かれ、閉じ込められて

いましたが、それは、やがて示される信仰が得られるためでした。」 

「（ラテヤ 3:23） 

 

聖書が語る律法の目的は、神との関係を築くためではありません。律法の目的は、

私たちに“自分の限界”を気づかせることです。 

安息日の議論でも、イエス様は「癒すのは良いのか悪いのか」と問われましたが、

パリサイ人たちは答えることができませんでした。どちらを選んでも矛盾が生じるか

らです。そこに、彼らの限界がありました。 

私たちも同じです。律法を完全に行うことはできません。困っている人を前にして、

安息日だから助けないというわけにはいきません。つまり、律法を守りきれないので

す。 

では、限界にぶつかった時どうすればよいのでしょうか。神に助けを求めるしかあ

りません。「これが「信じる」ということです。 

神は律法を通して語られます。「あなたには限界がある。人を愛しきれないだろう。

だから私に助けを求めなさい。」 

どんなに頑張ってもできないことは、できません。だから「助けてください」と神

に求めるしかないのです。そこから神との関係が始まります。 

私たちが限界の中に閉じ込められていたのは、信仰が現れるためです。信仰とは、

弱さに気づいた時に芽生えるものです。自分の弱さに気づかない人は、信仰を持つこ

とができません。 

 

■ 上座に座る人と末席に座る人 

 

「「招かれた人々が上座を選んでいる様子に気づいておられたイエスは、彼らに

たとえを話された。」（ルカ 14:7） 

 

律法主義で生きる私たちは、どうしても上座を選びたがります。「律法主義とは、

行いによって人の価値を判断し、行いによって関係を築こうとする生き方です。「現

代の言葉で言えば「承認欲求」です。行いによって認められようとし、行いによって

自分の価値を確かめようとするのです。 
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そのため、私たちの間には常に争いが生まれます。「「誰が上か、誰が下か」。「無

意識に人を比き、「あの人より自分は上か下か」と判断してしまう。「だから自分より

下の人を見ると安心し、上の人を見ると嫉妬が湧く。これが競争社会の実態です。 

イエス様は、パリサイ人や律法学者――そして私たち自身――が、「「どうすれば

上に立てるか」「どうすれば認められるか」という思いで生きていることを見抜いて

おられました。「だからこそ、次のたとえを語られたのです。 

 

「「婚礼の披露宴に招かれたときには、上座にすわってはいけません。あなたよ

り身分の高い人が、招かれているかもしれないし、あなたやその人を招いた

人が来て、『この人に席を譲ってください』とあなたに言うなら、そのときあ

なたは恥をかいて、末席に着かなければならないでしょう。招かれるような

ことがあって、行ったなら、末席に着きなさい。そうしたら、あなたを招い

た人が来て、『どうぞもっと上席にお進みください』と言うでしょう。そのと

きは、満座の中で面目を施すことになります。なぜなら、だれでも自分を高

くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされるからです。」 

「（ルカ 14:8-11） 

 

披露宴に招かれて席に着く時、上座に座る人は「自分は偉い」と思っているわけで

す。しかし、もっと身分の高い人が来たら、「席を譲ってください」と言われ、恥を

かいて下座に移らなければなりません。逆に、最初から末席に座っていたなら、「ど

うぞ上座へ」と引き上げられるでしょう。 

では、このたとえは何を語っているのでしょうか。 

まず、「身分の高い人」というのはイエス・キリストのことです。イエス様はそこ

におられるのに、誰も気づいていないのです。そして、もっと偉い方がいるのに、人

は自分が一番偉いと思って上座に座ろうとします。しかし本当は、イエス様こそが最

も身分の高いお方なのです。 

人間が物事を認識し、思考できるのは、神のいのちによって支えられているからで

す。いつも神が共におられるのです。しかし人はそのことに気づかず、神よりも自分

を上に置こうとして生きています。 

たとえば、多くの人は「納得できたら信じる」という態度を取ります。神を信じる

人も信じない人も、実は神によって支えられているのですが、信じない人は「神がい

るなら証明してみろ」と言います。つまり、神がいるのに、自分が上座に座ろうとす

るのです。神よりも自分を上に置き、「自分が納得したら信じてあげる」という態度
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を取る。これが上座に座るということです。 

しかし、これは信仰ではありません。間違った態度です。 

本当に救われた時、人は気づきます。「神を自分の下に置くとは、なんと自分は傲

慢だったのか。」と。だからイエス様は「末席に座りなさい」と言われるのです。 

末席に座るとは、「神がそうおっしゃるなら信じます」という態度です。上座に座

るとは、「納得できたら信じてあげよう」という態度です。この違いは決定的です。 

先ほど「承認欲求」という話をしましたが、人が承認欲求に走るのは、神様との関

係がうまくいっていないからです。神との関係が壊れていると、人は不安になります。

その不安を埋めるために、人から愛されようとし、人の期待に応えようとし、律法主

義に陥っていきます。人の期待に応えることで褒められ、認められ、「あなたは立派

だ」と言われることで自分を高めようとするのです。 

私たちは神様との関係の中で生きている存在です。人との関係の中で生きているの

ではありません。神との関係が、人との関係に投影されるのです。私たちは死ぬ時は

一人であり、いつも私たちを支えているのは神です。ですから、神様との関係を回復

しない限り、どれほど人との関係を整えようとしても、心に平安はありません。神様

との関係こそが土台であり、その土台の上で私たちは生きているのです。だからこそ、

神様との関係を築くことが必要なのです。 

 

■ 神は「弱さ」に働かれる 

神は「愛」です。神は愛そのものであり、愛をもって私たちに接し、無条件に受け

入れ、罪を赦してくださる方です。ということは、自分の罪を認めない人――「「私は

罪人ではない」「私は立派で強い人間だ」と言い張る人――は、神様との関係を築く

ことができません。 

上座に座るとは、まさにその態度です。「私は罪人ではありません。私は立派です」

と自分を高く置くなら、神様はその人を受け入れることができません。なぜなら、神

は愛であり、愛は私たちの不足を補い、弱さを担ってくださる方だからです。 

もし「自分には弱さがない」と言うなら、神が働く余地がなくなってしまいます。

それは、自分を神のように高くするということです。そのような人は、真の神と出会

った時に「自分はなんと傲慢だったのか」と気づき、恥じ入ることになります。しか

し、末席に座る者――つまり自分の弱さを認める者は、そうではありません。 

私たちが神様との関係を築くのは、律法によってでも、行いによってでもありませ

ん。自分を低くし、自分の弱さに気づくことによって築かれていくのです。聖書には

こう書かれています。 
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「「しかし、主は、「わたしの恵みは、あなたに十分である。というのは、わた

しの力は、弱さのうちに完全に現れるからである」と言われたのです。です

から、私は、キリストの力が私をおおうために、むしろ大いに喜んで私の弱

さを誇りましょう。」（Ⅱコリント「12:9） 

 

これが、喜んで末席に座るということです。「自分を高くする者は低くされ、自分

を低くする者は高くされる」（ルカ 14:11）とあるとおり、そこに神の恵みが働き、神

が私たちを引き上げてくださるのです。 

神様との関係は、この世界のやり方――競争や承認欲求や能力主義――では築けま

せん。神様を知りたいなら、自分の弱さを認めることです。そうすると、神の恵みが

見えてきます。 

神は、私たちの弱さを補う方です。ですから、私たちが「強い人間だ」「立派だ」

と言えば言うほど、神様から遠ざかってしまい、神との関係が築けなくなるのです。 

 

■ 見返りを求めない愛 

 

「「また、イエスは、自分を招いてくれた人にも、こう話された。「昼食や夕食

のふるまいをするなら、友人、兄弟、親族、近所の金持ちなどを呼んではい

けません。でないと、今度は彼らがあなたを招いて、お返しすることになる

からです。」」（ルカ 14:12） 

 

私たちはこの箇所を読むと、「友達や親族を食事に招くのは普通のことではないか」

と思います。しかしイエス様が問題にしておられるのは、そこに潜む「お返しを期待

する心」です。 

私たちは、人の期待に応えようと一生懸命生きています。期待に応えれば、ほめら

れ、見返りが与えられます。これが承認欲求です。そして、気がつかないうちに「人

から高くされること」を求めてしまいます。 

しかし、イエス様はここにこそ問題があると言われます。神に頼らず、人が人を高

くする――これが律法主義の姿だからです。 

本当に私たちを高くすることができるのは神だけです。人からの称賛では、私たち

は本当には高くなれません。 

イエス様は続けて語られます。 
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「「祝宴を催す場合には、むしろ、貧しい者、からだの不自由な者、足のなえた

者、盲人たちを招きなさい。その人たちはお返しができないので、あなたは

幸いです。義人の復活のときお返しを受けるからです。」（ルカ 14:13-14） 

 

イエス様が語っておられるのは、「弱い人たちと交わりなさい」ということです。

弱い人はあなたに何も返せませんし、あなたを高くすることもできません。しかし、

だからこそ彼らと関わるのです。なぜなら、私たち自身も弱い存在だからです。 

弱い人と交わる時、私たちは自分の本当の姿に気づきます。母親が赤ちゃんに尽く

す時、赤ちゃんは何も返せませんが、その関わりの中で母親は自分の限界や弱さを知

っていきます。同じように、私たちも自分を強いと思い込んで生きていますが、本当

は弱い人たちと何も変わりません。ただ、自分の限界に気づいていないだけです。 

イエス様は「心の貧しい人は幸いだ」と言われました。自分の弱さに気づく人こそ、

神の恵みを受けるからです。 

誰もが死という限界を超えることはできません。しかし、その限界に気づいた時、

私たちは神に頼るしかないことを悟ります。パウロはこの限界の頂点を「死の体」と

呼びました。しかし神は、その死の体をも超えさせてくださいます。復活によってで

す。 

「「義人の復活のときにお返しを受ける」とは、神があなたを復活のいのちへと引き

上げてくださるということです。「人の称賛は、死の世界から私たちを引き上げるこ

とはできません。「本当に高くされるとは、神によって死の世界から引き上げられる

こと――それが復活です。 

ですから、神様との関係は行いによって築くのではありません。「自分の弱さに気

づき、限界を認め、神に憐れみを求める――これが信仰です。 

「「助けてください」と神に求める時、初めて神様との関係が始まります。「知識でも、

努力でもありません。「自分の弱さに気づいた時、人は初めて神と出会うのです。 

 

■ 弱さを神に差し出す 3 つの方法 

① 自分の罪を神に言い表すこと 

末席に座るとは、自分の罪を神に正直に言い表すことです。自分の罪を認めるなら、

神はその罪を赦し、あなたを引き上げてくださいます。自分が罪人であることを認め

る者を、神は義人としてくださるのです。 

しかし、「自分には罪がない」と言い張るなら、神様との関係は築けません。神の
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言葉はその人のうちにとどまらないからです。 

 

「「もし、私たちが自分の罪を言い表すなら、神は真実で正しい方ですから、そ

の罪を赦し、すべての悪から私たちをきよめてくださいます。もし、罪を犯

してはいないと言うなら、私たちは神を偽り者とするのです。神のみことば

は私たちのうちにありません。」（Ⅰヨハネ 1:9-10） 

 

自分を正しい人間だと主張する――これが律法主義です。パリサイ人や律法学者た

ちは、「私は礼拝も守り、献金もしている。あの罪人たちとは違う」と訴えました。

しかし、神の前で通用するのはただ一つ、「神様、私をあわれんでください」という

祈りだけなのです。 

 

② 苦しみを神に訴えること 

末席に座るとは、自分の苦しみを神に正直に告白することでもあります。「私はつ

らいです。苦しいです」と神に申し上げることです。 

「「私は強い人間です。心配しなくていいです」と言うなら、神は「そうか、では好

きにしなさい」とおっしゃるしかありません。 

 

「「彼らが苦しむときには、いつも主も苦しみ、ご自身の使いが彼らを救った。

その愛とあわれみによって主は彼らを贖い、昔からずっと、彼らを背負い、

抱いて来られた。」（イザ 63:9） 

 

神は愛であり、私たちの苦しみを共に苦しんでくださいます。あなたが苦しみを神

に訴えるほど、神様との関係は深まり、築かれていきます。そして心の不安が取り除

かれていきます。 

 

③ 自分の不足に気づき、神に助けを求めること 

末席に座るとは、自分の不足に気づくことです。「私はできません。足りません。助

けてください」と神に求めることです。 

 

「「あなたがたの中に知恵の欠けた人がいるなら、その人は、だれにでも惜しげ

なく、とがめることなくお与えになる神に願いなさい。そうすればきっと与

えられます。」（ コブ 1:5） 
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ここで言う「知恵の欠けた」とは、不足のことです。自分の不足を知り、神に願う

なら、神は惜しみなくその不足を補ってくださいます。神は弱さの中に働かれる方だ

からです。 

自分を高くする者は神と出会えません。弱さに気づくことこそ、信仰の始まりです。

末席に座る者こそ、神によって高くされるのです。 

 

■ すべてを益に変える神 

神が私たちの弱さを補い、私たちを高くしてくださる――このことを聖書は「すき

てが益となる」と表現します。神が私たちのうちに働き、すきてを益としてくださる

というのです。 

 

「「神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々のためには、

神がすべてのことを働かせて益としてくださることを、私たちは知っていま

す。」（ローマ 8:28） 

 

神は、私たちの弱さも、不足も、苦しみも、罪さえも、すきてを益としてください

ます。これが神の愛です。 

 つまり、最後にはすきての帳尻を合わせてくださるのです。そしてその帳尻の合わ

せ方は、誰も文句の言えない完全なものになります。その答えは、私たちが天国に行

った時に分かります。 

 

「「今、私たちは鏡にぼんやり映るものを見ていますが、その時には顔と顔とを

合わせて見ることになります。今、私は一部分しか知りませんが、その時に

は、私が完全に知られているのと同じように、私も完全に知ることになりま

す。」（Ⅰコリント 13:12） 

 

私たちと神様との関係は、行いによって築くのではなく、弱さを通して築かれてい

くものです。ですから、過去の失敗や過ちを悔やむのではなく、「神がすきてを益と

してくださる」と信じて、後ろを振り返ることなく、前を向いて進みましょう。神が

すきてを益としてくださるのです。 

そして、神様に赦されたという経験を積み上げていただきたいのです。それは、「「神

に愛されている」という経験です。そうすると、神様との関係が良好になり、人の過
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ちにも寛容になり、人の罪を見ても許せるようになっていきます。イエス様も「多く

赦された者は、多く愛するようになる」。と語っておられます。神様との関係が深ま

れば深まるほど、私たちは人を愛し、人を赦せるようになります。 

私たちが人をさばき、人の罪を許せないのは、神様との関係の中で「自分が赦され

た」という実感がまだ弱いからです。まだ、自分の罪を神に言い表してなく、自分の

苦しみ、自分の不足を神に差し出していないため、神の愛を深く知らないからです。

そのために、人を愛せないのです。 

私たちは「人との関係が自分を苦しめている」と思っていますが、実は違います。

神様との関係があなたを苦しめているのです。「神様との関係が、そのまま社会との

関係に投影されているのです。このことに気づく人は幸いです。 

 


